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大阪府知事　松井　一郎

新年あけましておめ

でとうございます。

昨年 11 月、皆さま

と心をひとつにして取

り組んだ「2025 年万

博」の開催が決定しま

した。

6 月 に 開 催 さ れ る

「G20 大阪サミット」

とあわせて、世界の

人々に大阪の存在を知

らしめるまたとないチャンスです。

G20 を成功させるとともに、2025 年万博につ

いては、若い人たちをはじめ全世代の参画のも

とに、これまでの常識を打ち破る、世界の課題

の解決を図るものに創り上げ、成長・発展の流

れを確かなものにしていかなければなりません。

そのために、まずは、成長の基盤となる安全・

安心のレベルをさらに高めることが最重要です。

昨年は全国で大規模な自然災害が頻発し、大

阪では大阪府北部を震源とする地震や台風第 21

号などにより、多大な被害が発生しました。引

き続き復旧に向けて着実に取組みを進めますと

ともに、今回の相次ぐ自然災害を教訓として災

害対応力の強化に取り組んでいきます。

次に、2025 年万博が、世界中の人々と “ いの

ち輝く未来社会 ” を共創する場となるよう、そ

のスタートの年として取組みを加速させます。

ライフサイエンスの強みを活かした健康・医療

関連産業の振興やイノベーションの促進、これ

らを支える都市機能の充実など、これまでの蓄

積を活かしながら、さらなる成長軌道への押し

上げを図ります。

あわせて、万博のテーマを先取りし、内外へ

の課題解決につながる 10 歳若返り、SDGs の取

組みを拡大していきます。

G20 大阪サミットは、主要先進国・新興国の

首脳などが一堂に会し、世界経済をはじめ幅広

い議題を扱う大規模な国際会議です。国との緊

密な連携のもと、皆さまとともに、来阪される

方々を最高のおもてなしでお迎えできるよう準

備を進めます。

大阪の魅力を高める統合型リゾート（IR）の

立地に向けては、これまで他の自治体に先駆け

て準備を整えてきました。ギャンブル等依存症

などの懸念事項に対して万全の対策を構築し、

「世界最高水準の成長型 IR」を核とした国際観

光拠点を、大阪・夢洲で実現させたいと考えて

います。

成長を支える都市機能の充実にも力を注ぎま

す。

リニア中央新幹線と北陸新幹線は、全国と繋

がる広域鉄道ネットワークの基幹となるもので

す。引き続き、新大阪駅までの早期開業を働き

かけるとともに、両新幹線の結節により一大ハ

ブとなる新大阪駅およびその周辺地域が、スー

パー・メガリージョンの核に相応しい広域拠点

となるよう取り組みます。

大阪が強く豊かにそして輝くためには、女性

や若者、障がい者などすべての人の力が発揮さ

れる社会づくりや将来世代への投資が重要です。

市町村・関係機関と連携しながら、女性や若

者が活躍するための環境整備として、雇用促進

や子育て支援などを展開し、一人ひとりの就

職・結婚・出産・子育てなどの希望を実現する

取組みを推進するとともに、障がい者の自立と

社会参加に向けたさまざまな取組みの充実を図

ります。

また、子どもの貧困対策や児童虐待の根絶な

どに全力で取り組むとともに、教育については、

一人ひとりの子どもたちが置かれている環境に

関わらず、将来に向けてチャレンジする力を育

めるよう、私立高等学校授業料の無償化をはじ

め、引き続き「すべての子どもの学びの支援」

を進めます。

こうした取組みの推進力である府市の連携を

確固たるものにするには、副首都・大阪にふさ

わしい「新たな大都市制度」の実現が不可欠で

す。私の任期中に、住民の皆さまに「新たな大

都市制度」をお示しし、選択していただけるよ

うに、全力で取り組みます。

私の任期も残すところ一年を切りました。

今年は、これまで築いてきた「変革と挑戦」

の姿勢を再認識し、府市が一体となって進めて

きた「成長と安全・安心のよき循環による豊か

な大阪の実現」に向けた取組みの「総仕上げの

年」にしたいと思います。

皆さまの一層のご理解とご協力をお願いいた

しますとともに、本年が皆さまにとって実りあ

るすばらしい年となりますようお祈りします。


